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(Aもpも正の定数｡また 0く pく 1)で与えられ,各スピン間には,強磁性的交換相
互作用が存在するものとする｡この場合,2種の巨視的変数























臨界線近傍p>pl 三重臨界点近傍p-pl スピノー ダ′レ線近傍p<pI
振幅比Ⅹ:y 1:(βC-I-β-1)1/2 1:(βt-1-β~1)1/ 1:1
βel;臨界温度 β1-1;三重臨界温度 pt;三重臨界縮退度






京大教養 川 崎 辰 夫
先に報告した (P.T.P.58(1977),1357), 二元合金の相分離の際の磁気相互作用





H - -∑VijPiPj-∑JijOiOj-∑ⅠijPiPjOiOj (P:A(十1),B(-1))0 j:1
(J…JA A+2JAB+JBB)についてBiuderの処法に従って連立 TDGL方程式をつくり,
両秩序過塩の相互作用を調べた｡
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